
【討論】

〈井上貴子〉只今のホプキ ンズさんのご発表は、 レコー ド業界が より広い貝冓

買層を獲得するための一つの流れとして、モダンなもの、西洋的なものばか

りを強調 したような作品よりも、「芸者ポップ」のような作品のほうが レコ
ー ドの売れ行 きがいいというお話だと思います

。 レコー ドを売ろうと思 うな

らば、当然のことながらその当時の社会状況を調査 し、その状況をじっくり

把握する必要がある。そういう社会 と、 レコー ド業界の思惑との問のつなが

りに関して、私には、 まだはっきりと全体像を把握できていないところがあ

ります。 しか し、私は従来から音楽をジェンダーの視点から考えてきました。

特にインドの、 日本で言えば 「芸者」や 「遊女」のような存在について何本

か論文を書いて きた立場から、ジェンダーの側面に限ってお話をしたいと思

うのです。

まず、ヨーロッパ的な価値観が、 日本に、あるいは非西洋社会に入ってき

たときに、女性の立場や役割が どのように理解され直 し、 とらえ直されるか

ということが非常に重要になってくると思うわけです。ヨーロッパ的な女性

観というものは二つに分裂 していて、一つは、フェミニス ト的な運動、女性

の地位向上運動に邁進するような強い女性を生み出す基盤となった家父長的

な社会のなかで主婦 としての役割をより強調するような考え方です。それと

は逆に、娼婦的な、男を惑わす存在としての女性、つまり、日本でいえば、

芸者により近い女性です。非西洋社会の従来の価値の中に、ヨーロッパ的な

価値観が入ってきたときに、おそらく芸者であろうが、インドの遊女のよう

な存在であろうが、非常に低俗で悪いもの、社会悪というように非難された

わけです。日本では、明治期から既に女性の地位向上運動とか、そうした女

性の役割のとらえ直 しとかが起 こっており、芸者はずっとそのターゲットに

なってきました。現実的に、長唄の歌詞であるとか、芸者のやっている芸で

あるとかが、わいせつであるとか低俗であるというようなコメントが新聞記

事 として掲載されたり、娼妓、芸妓を取 り締まる法律が実際に施行されたり

しました。そういう状況の中で芸者はだんだん底辺に位置付けられていった

と思います。

そういう立場になった人たちが、 もう一度 どのように社会 と折 り合いをつ

けながら生きていくか ということを考えたときに、いくつかの選択肢が考え

られます。一つは、家父長的な価値観の中での主婦としての役割を果たすべ

く自分をつ くり直すことでしょう。それから、自分たちが培ってきた芸を芸

術家として立て直すという流れがもう一つあると思います。このように、女

性 自身の考え方は社会状況に応 じて変化していったと思いますが、その当時
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の日本人の男性の多 くは、おそらくヨーロッパ的な強い女性のイメージを備

えた女性よりも、芸者のような立場の女性のほうに親近感をもったことでし

ょう。以上の点から、その当時のレコー ド業界は、自分たちにとって都合の

いい女性像を、「芸者ポップ」 というような形で構築し直 していったと考え

ることもできます。そういうふうにとらえ直すと、私は何か違うものが見え

てくるのではないかと考えました。

あともう一つは、当時は、おそらく女性が公的な、パブリックな場でパフ

ォーマンスを行 うことは、特別な立場にいる女性たちにだけ許されたことで

あって、それ以外の人々にはできないことだった。 しかし、東京音楽学校で

音楽を学んで中山晋平の作品のような新 しい歌曲を歌う女性歌手のように、

西洋という回路を通ることによって、音楽やパフォーマンスの業界に進出し

ていく女性が誕生します。けれども当然のことながら、圧倒的多数は、公的

な場でのパ フォーマンスは特定の女性の領域であり、そういう女性は、わい

せつで低俗なものとみなしていたことでしょう。こうした二つの動 き、つま

り、西洋という回路 を通ることによって女性の地位の向上に呼応するような

動 きをリー ドする女性と、芸者のように従来から音楽や舞踊などを任ってき

た女性が同じパブリックな場で同じように競争することになる。こうして、

もう一度芸術家として自分自身を立て直そうという動 きとの相乗効果が従来

のジェンダー関係に変化をもたらすきっかけになったかもしれません。当時

は、もちろんレコー ド会社の中での決定権は男性にあるので、男性に都合の

よい女性像が一方的につ くられていったというイメージはあるかもしれませ

ん。しかし、芸をやっている女性たちに戻 してみると、そういう二つの動 き

が、ある意味では業界自体の力関係に風穴を開けるきっかけにはなったので

はないかと考えてお ります。

〈D.ホ プキンズ〉もちろん、レコー ド業界の中で女性ボーカルのものは全部

芸者ではないのです。とにかく今 日の トピックは 「芸者ポップのジャンルは

どこか ら来たの?」 とか、「なぜ現れたの?」 だけに絞ったのです。 もちろ

ん1930年 代にはいろいろあります。

〈細川周平〉芸者遊びは中流以上だと言われたけれども、それは場所により

まして、〆治が出ている吉原、葭町は高 くつきますけれども、だんだん低い

場所 も一 洲崎とか、東京でも安いところがあるわけです。料亭から飲み屋

があるのと同じで、比較的低収入の人々でも月に一度ぐらい女遊びに行くこ

とは可能だったと思います。だから、今の高級なイメージとはちょっと違 う

と僕は思っています。

永井荷風にしても 『墨東綺譚』の中では、芸者といっても、 もっと末の貧

乏人のほうの、ほとんど売春一本の女性 も扱っていて、なかなか幅があるの
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です。 とくに彼の場合、三味線ができる芸者 を好む一方で、そうしたはすっ

ぱな貧乏芸者 も好 きだという、かなり特異な趣味の持ち主でした。永井荷風

と芸者のことは、今 日の発表を聞いてもう少 し僕 自身も考えなければいけな

い。ほかの小説 も読 まなくてはいけないなと思いました。

芸者について、井上 さんはかなり今 どきの解釈をされてお りました。はた

して 「芸術家 としての誇 り」 ということを本人たちが考えていたか どうかは、

僕は少 し疑問があります。それから 「風穴を開ける」、確かに昨 日までの収

入の100倍 ものお金が、一部の芸者ポップアーティス トには入ったわけです

から、その意味では風穴を開けたのかもしれません。それがはた して女性の

地位向上や近代化にどの くらい寄与したのかどうか、私は少し疑問に思いま

す。それは大きな問題ではないかもしれません。

その点で一つ興味深いエピソー ドは、昭和11年 ぐらいに、ポール ・フォ
ールというフランスの詩人が、救貧チャリティーをする。西条八十だったか、

慈善のチャリティーショーの企画を出して、朝日新聞社が持ち上げて大コン

サー トをやることになったのです。ところが音楽学校出の歌手は、「勝太郎」

という当時一番の人気の歌手 と競演するのを拒んだわけです、「芸者ごとき

とできるものか」と。最終的には和解 したと思いますが。音楽学校出の人た

ちは、同じ舞台には立ちたくないというのが本音にありました。そこがおそ

らく井上さんの今回の発言や、デヴィッドさんが話 してくれたことの階級の

差、西洋化 とジェンダーの問題、内と外の問題が非常に鮮明に出たスキャン

ダルではないかなと思いました。

〈廣井榮子〉ホプキンズ先生がいろいろなことに興味がおあ りだというのが

すごくよく分か りました。ありがとうございました。私自身は、「娘義太夫」

と 「芸者」の研究の両方をやってお ります。最後のほうでお触れになった葭

町の 「二三吉」の件ですけれども、芸者歌手としてた くさんのレコー ドを発

売した、レコー ド産業の ドル箱の一人でもあっとた思うのです。彼女がはた

してどういう考えを持って録音に参加していたかということは、残念ながら

言説研究の上では確認することができません。それと彼女の娘がいたのです

けれども、そちらからのインタビューも今は集めることができない状況なの

です。ただ、芸者がレコー ドの中でどういうふうにイメージ化 されていった

かは、かな り丹念にレコー ドの音楽を聴いてみなければなりません。一口に

芸者イメージと言っても、セックス産業の片棒 を担いでいる芸者、かなり高

いレベルの音楽芸能を提供できる一人の芸術家としての芸者など、いろいろ

なイメージがあるにせ よ、芸者 というものはどうしても性風俗 との関係から

とらえられがちなのです。

先ほどの二三吉に関して言います と、彼女の声は他の芸者 と声の高い低い
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という音域だけの差ではなくて、これは日本人が聴いたときの聴 き方かもし

れませんが、かな り他の芸者 よりは声の質が硬質なのです。今、楽譜にして

その質をお見せすることはとても不可能なのですけれども。こういうタイプ

の、どちらかといえば男をだますという、みんなの持っている芸者イメージ

を担ったかたちでの芸者の採用だったということであれば、もしかすると二

三吉はちょっと違うのではないかなという気持で、最近だいぶ聴き込んでお

ります。ですから、確かに吉原〆治が大変声が低かったというのは、古い時

代の録音です し、技術的にもあまり発達 していない時代の録音を聴いたりす

ると、そういう音域の差はあるのですけれども、もう少 し違ったイメージを

レコー ドの中か らくみ取る必要もあるのではないかということを、少 しお話

ししておきたいと思いました。

〈ホプキンズ〉二三吉だけではな く、芸者ポップ時代に入ると、「勝太郎」「市

丸」「音丸」は全部声が高いのです。録音の技術だけではないと思います。

三味線の音は変わりません。アコースティック録音 と電気録音の理由だと思

わないのです。どうしてそれが、 レコー ド会社が出したい芸者の声か、それ

は僕には答えられないのです。

〈細川〉僕はダジャレで 「コロコロ転がるコロラ トゥーラ(coloratura)」 と

言っているのですが、非常に記号的にゆらゆら揺れるような高い声で歌 うわ

けです。嫌いな人からは、高くて上っ面をいっていて、勝太郎の歌は良 くな

いという批判もあるわけです。多分それは古 くからの芸者の声に慣れた人か

らすると、ああいうのは人工的に聴こえたのだろうと思います。そういうい

ろいろな評価の違い、少な くとも批評などでは一部読むことができています。

高いのが好きになった原因とかを廣井さんにお聞きしたいのですけれども。

〈ホプキンズ〉伝統的なレパー トリーには 「小唄」「端唄」「新内」ばか りで

はなくて、「長唄」もあるでしょう。多分、長唄のイメージは低い声で しょう。

〈廣井〉女性が長唄をうたう声は低いとい うイメージは、必ず しも定着 して

いなかったように思います。ただ、先ほど細川さんの、勝太郎のイメージと

いうのは、芸者の声のイメージとしてちょっと違っていたというお話を今聞

いたのですけれ ども。先ほど、二三吉は硬質の、ちょっと硬いタイプの声で

はないか と伺いましたが、一つは硬い声であるということと、 もう一つ音楽

的に言 うとビブラー トがかかっていない声なのです。そ うすると、バ ックの

アレンジなり、楽器編成みたいなものが逆に浮 き上がってくる。個性がやや

控えめになる分、伴奏の部分が浮 き上がってくるという、逆の効果 ももしか

してあったのではないか。まだ、これだけの枚数を聴いたからこう言えると

は断言できないのですけれども、 もう少 しほかの芸者の声のイメージも検討

してみたいとは思っております。
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〈細川〉勝太郎の声はビブラー トが非常に強いと思いますか。

〈廣井〉勝太郎を今イメージとしてす ぐに思い出す ことができないのですが、

さほど強 くなかった気 もするのです。まだ勝太郎そのものをたくさん聴 き込

んでいないから。もしかしたら、帰って聴いてみると印象が違ってくるか も

しれません。

〈細川〉最近のある研究で、 レコーディングができてからバイオリンのビブ

ラー トが非常 に増えた ということを、ある音楽学者が分析 してお ります。

1920年 代のヨーロッパのバイオリニス ト何人かを録音から聴いて、それは

レコーディングの影響が多いとその人は結論しているのです。ひょっとした

ら、そうした超絶技巧的なほうに走るのは、案外レコー ドを聴 く、集中的に

ものを見ないで蓄音機 と3分間向き合うという聴 き方と関係 しているのかな。

これは仮説というか、思い付きなのですけれども。デヴィッドさんのように

聴き込んでいる人にそういうところを今度教わ りたいと思います。

〈ホプキンズ〉確かに原盤を探 さないとできない研究だと思います。再発の

曲は非常に制限された数になっているから、毎月骨董市を回らないとこの研

究はできない。だか ら、考古学みたいなものになるのです。もちろん考古学

と全 く同じように、あるものがありのまま残っていないのです。あるものだ

けで想像するのは、間違うことがよく表れるのです。確定はできない、断定

できない。
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